
                           平成 30 年 4 月 20 日 

 

海洋博公園管理センター 

海洋博公園 熱帯ドリームセンターで、奇妙な花が開花すると、強烈な異臭を放つ「ア

モルフォファラス・パエオニフォリウス」を展示しています。 

 

【アモルフォファラス・パエオニフォリウス（ゾウコンニャク）】 

≪科名≫サトイモ科コンニャク属 

≪学名≫Amorphophallus paeoniifolius 

 

東南アジア、パプアニューギニアに分布している植物です。花は珍奇な形をしており、

開花するとものすごい悪臭を漂わせます。この悪臭によって、虫たちを誘き寄せ、花粉を

運ばせます。 

地下の塊茎（かいけい）が象の足に似ていることから、別名ゾウコンニャクと言われて

います。 

アモルフォファラスの仲間は、１年の約半分を「葉」の状態で過ごし、その後に一度枯

れる「休眠」状態になります。そして約 1 週間だけ花を咲かせます。 

現在、３株あるうちの１株は開花し、残りの２株も数日中に開花する見込みです。 

開花期間が限られているため、ぜひこの機会にゾウコンニャクの香りを体験して頂きた

いと思います。 

 

≪見ごろ≫～4 月 28 日頃 

≪場 所≫熱帯ドリームセンター バンダ温室 

強烈な臭いを漂わせる花 

「アモルフォファラス・パエオニフォリウス」開花！ 

開花した状態の花（4 月 19 日撮影）。

  

つぼみの状態の花（4 月 19 日撮影）。

  


